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間を「第一者 to prõtonJ として主張していくものではない。それどころかその議論は、そうした第一
者を仮構するような思考様式そのものを脱構築していくことを要求するのである。人聞が第一者ならざ










般に、 ..zõon logon echon“(ロゴスをもって生きるもの)として捉えられてきたが、それが「理性的動
物 animal rationaleJ として翻訳=解釈されるにいたったとき(つまり人間的思考のロゴスの座として
の ..psychë“が「動物的魂 animaJ と解釈され、"logos“が「理性 ratioJ と解釈されたとき)、ハイデガー










































































はいかなるものであろうか。自己投企を「行動 Akt. AktionJ へと作品化する制作者的なあり方と対照
的に、ハイデガーはそれを「始めること AnfangenJ の生起を担った「行為 HandelnJ の可能性として
問うていくことになる。その際には、力の作動をめぐる力学的論理の区別が問題にされていくことにな
る。制作者的な行動における力学的論理は、「より力強く potius quamJ という比量性の論理として定
式化されていく。直接にはライフ。ニツツの根拠律の命題に注目して摘出されたこの定式は、形而上学の
思考において人間の根源的有限性が踏み越えられていってしまうあり方の規定として捉えられていく。












































































































第 2 章「力への反転性J では、ハイデガーによるカントの自由論との対決が取り上げられ、カントの
自由論は、神による根源的な充実を前提にしているがために、所有という因果的連関に基づく自由論か
ら抜け出せないことが示される。論者はハイデガーの「ピュシス」理解を読み解き、人間の有限性の徴
である根源的な「無力」が「超力」へと転じる「力の反転性」を明らかにし、その力が「生の全体性」
-346-
に発することを導き出す。
第 3 章「時間の多元性」では、ハイデガーの時間論が生命論的思考の観点から読み解かれる。「日常
性」という在り方が「類落」として取り出され、次いで「生の本来の動態」として「歴史性」が問題に
される。論者は、ハイデガーが「死」を「不可能性の可能性」と名づけていることを手がかりに、不可
能性を引き受ける人間の生の本来性のうちに、既在・現在・将来という脱自態が統一的に分節している
様を解明する。ハイデガーの「存在の歴史」が、誕生と死との間の「生命論的時間J として捉えられる
わけで、ある。
以上のように、本研究は、「生命論的思考」を導きにしてハイデガー哲学の新たな読解の可能性を切
り聞き、人間の生および自由に関する独自の思想を展開したものであり、哲学研究の進展に大きく寄与
することは疑いえない。
よって本論文の提出者は、博士(文学)の学位を授与されるに十分な資格を有するものと認められる。
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